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みどころ 三瓶山の噴出物を運搬するなど出雲平野形成に重要な役割を果たした河川。

地質・
地形

　神戸川は女亀山（めんがめやま、標高830.3m）を源流として、出雲平野へ下り、日本海
にそそいでいる。流長82.4km、流域面積471.3㎢で、かつては島根県管轄の2級河川
だった。2006（平成18）年8月より斐伊川放水路（洪水時に斐伊川の水を分流する延長
13.1kmの水路）を含む神戸川水系の全河川が1級河川斐伊川水系として管理されること
になった。流域は南北に細長い形状をしており、長さに比べて流域面積が小さいのが特
徴といえる。
　上流部には三瓶火山があり、三瓶山から噴出した火砕流や岩屑に起因する大量の土
砂によって神戸川の中・下流の谷が埋積された痕跡が残っている。そうした堆積物は
徐々に下流へと運ばれ、大量の土砂を平野にもたらす結果となった。平野西部の地面を
浅く掘ると、石英安山岩の礫がいたるところで見つけられる。三瓶山の火砕流起源の礫
が堆積したものである。
　神戸川上流部の飯石郡赤名や来島、頓原地区ではかつて「鉄穴流し」や「たたら製鉄」
が盛んに行われていた。そのため神戸川の河原の砂の中には鉱滓が含まれていることが
ある。ただし、斐伊川流域に比べると、その生産量は少なかったため、神戸川は天井川と
はなっていない。
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　『出雲国風土記』では神門川と表記され、アユ、サケ、マス、ウグイが生息していると書
かれている。
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